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令和７年度における各部等の重点目標

部名等 総務部 SDGs

№ 重点目標 概要
目標値

（いつまでに、何を、どの水準まで）

⑴
防災、減災への取
組

　消防団員の確保及び消防活動の円滑
な遂行の維持に取り組みます。

消防団員の準中型自動車免許の新規取
得者　５人

⑵
市長及び副市長の
効率的な業務遂行
の補助

　市長及び副市長が効率的に業務遂行
できる環境を整えます。

円滑かつ迅速な連絡調整及び的確なス
ケジュール管理の実施
令和８年３月末まで

⑶
庁舎のＤＸ化への
取組

　来庁者の利便性及びサービス向上に
取り組みます。

庁舎の公衆Wi-Fiの整備
令和８年３月末まで

⑷
国スポ・障スポ大
会準備業務の推進

　次年度の国スポ・障スポ大会開催に
向け、準備業務を推進します。

準備業務の推進
令和８年３月末まで

目標の達成に向けた取組項目

・準中型免許取得費助成事業
【指標】新規免許取得者５人
　準中型自動車免許の取得に要する費用を補助し、当該免許の取得を促
します。

・円滑かつ迅速な連絡調整及び的確なスケジュール管理の実施
　関係機関や各部署との円滑かつ迅速な連絡調整並びに案件の把握・確
認を実施するとともに、市長及び副市長が効率的に業務遂行できるよ
う、的確なスケジュール管理を実施します。

・市役所庁舎のアクセスポイントの新増設
【指標】８か所（内訳：本館２か所増設、別館６か所新設）
　市役所庁舎の通信エリアの拡大及び会議室等での通信を可能としま
す。

・リハーサル大会の開催
【指標】サッカー競技　令和７年10月11・12日
　　　　相撲競技　　  令和７年８月24日
　サッカー競技及び相撲競技のリハーサル大会を実施します。

・輸送交通計画の策定　【指標】令和８年３月末まで
　本大会参加者や観覧者等の輸送を安全・確実に実施するための計画を
策定します。
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令和７年度における各部等の重点目標

部名等 企画財政部 SDGs

№ 重点目標 概要
目標値

（いつまでに、何を、どの水準まで）

⑴ 人口減少対策
　移住・定住支援や、出会い・結婚へ
の支援事業の実施により、移住定住人
口及び婚姻数の増加を目指します。

社会増減数　▲60人/年
（令和６年度実績　▲208人/年）

⑵ ＤＸの推進
　デジタル化の推進により、市民の利
便性や、職員の業務効率化を図りま
す。

・ホームページ上のＡＩチャットボッ
　トでの問題解決率　70％

・庁内会議資料等のペーパーレス化に
　よるコピー用紙削減枚数
　20万枚削減

⑶ 市税の適正な課税

　令和６年度に実施した定額減税及び
調整給付において不足が生じた方へ、
不公平が生じないよう給付金を支給し
ます。

不足額給付の支給完了
令和８年３月末まで

⑷ 収納率の向上
　市税及び国民健康保険税の収入を確
保するため、徴収対策の強化による収
納率の向上を図ります。

３月末収納率
市税：現年分　97.2％
　　　滞繰分　21.5％
国保：現年分　94.3％
　　　滞繰分　20.0％

目標の達成に向けた取組項目

・移住・定住支援事業　
【指標】補助利用件数　121件（令和６年度実績　113件）
　移住・定住に係る積極的な情報発信や相談対応に取り組むとともに、
住宅取得等の補助事業等や若年世代を対象とした奨学金返還支援事業を
実施します。
・結婚・婚活支援事業　
【指標】補助利用件数　94件（令和６年度実績　59件）
　出会い・結婚への支援として、婚活イベント等を開催するとともに、
県が運営するマッチングシステムの登録料補助や新婚世帯を対象とした
補助事業を実施します。

・ホームページへのＡＩチャットボット導入
【指標】令和７年10月末まで
　市ホームページの検索性を向上させ、よりスムーズな情報提供を図る
ため、市ホームページ上にＡＩチャットボットを搭載します。

・ペーパレス会議システムの導入　【指標】令和７年７月末まで
　庁内会議資料等のペーパーレス化を図るため、ペーパーレス会議シス
テムを導入し、答弁検討委員会や部長等連絡調整会議といった庁内会議
等での資料配付について、端末へのデータ送信体制を整えます。

・定額減税補足給付金事業
　支給に必要なシステムの改修、広報での制度周知、対象者への文書発
送等を実施します。（対象者約5,400人）

・現年課税分の徴収強化　
【指標】現年分３月末収納率　市税97.2％　国保94.3％
　　　　（令和６年度実績　市税96.9％　国保94.3％）
　現年課税分の徴収強化を図り、新規滞納者の発生抑制及び収納率向上
に努めます。
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令和７年度における各部等の重点目標

部名等 民生部 SDGs

№ 重点目標 概要
目標値

（いつまでに、何を、どの水準まで）

⑴ コンビニ交付サー
ビス利用の促進

　市民の利便性向上と窓口業務の効率
化に努めます。

コンビニ交付サービス利用率　25.0%
（令和６年度実績　21.9％）

⑵ 医療費の適正化
　糖尿病重症化リスクの高い被保険者
に対し、重症化を予防することで、医
療費の適正化を図ります。

糖尿病重症化予防保健指導実施率
94.0％
（令和６年度実績　92.5％）

⑶ ごみ処理の適正化
　家庭から排出される生ごみの減量と
有効活用を図ります。

生ごみ回収量　8.0トン
（令和６年度　6.9トン）

目標の達成に向けた取組項目

・コンビニ交付サービス利用率の向上
【指標】コンビニ交付サービス利用率　25.0％　
　　　　（令和６年度実績　21.9％）
　チラシ配布やポスター掲示などにより周知・広報を行います。

・糖尿病重症化予防事業
【指標】保健指導実施率　94.0％（令和６年度実績　92.5％）
　糖尿病重症化リスクの高い被保険者に対し、保健指導を行う中で受診
を促し、医療につなげることにより重症化予防を図ります。

・生ごみ回収地域の拡大
【指標】新規回収地域　１地域
　町内会の総会などで協力を呼びかけ、回収地域を拡大し、回収を実施
します。
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令和７年度における各部等の重点目標

部名等 健康福祉部 SDGs

№ 重点目標 概要
目標値

（いつまでに、何を、どの水準まで）

⑴
第３期市地域福祉
計画の策定

　高齢者、障がい者、児童その他の福
祉に関し、共通して取り組むべき事項
等を定める市地域福祉計画を策定しま
す。

地域福祉を総合的に推進する計画の策
定
令和８年３月末まで

⑵
３歳未満児保育料
の無償化

　すべての子どもの保育料を無償化
し、子育てに係る経済的負担の軽減を
図ることで、子どもを産み育てやすい
環境を整備します。

保育料無償化に向けた方針案の作成
令和８年３月末まで

⑶
屋内遊戯施設の整
備

　子育て世帯が天候に左右されずに遊
ぶことができる屋内遊戯施設を整備し
ます。

屋内遊戯施設の整備に向けた方針案の
作成
令和８年３月末まで

⑷
不妊治療の負担の
軽減

　妊娠・出産を望む方の健やかな妊
娠・出産に繋がる支援に取り組みま
す。

妊娠を望む方への支援の事業化の検討
令和８年３月末まで　

目標の達成に向けた取組項目

・第３期市地域福祉計画の策定
　地域住民の意向を調査し、地域生活課題、その解決のための施策の内
容や量、体制等について、庁内関係部署や関係機関等との協議を行い、
市の地域における高齢者、障がい者、児童その他の福祉に関し、共通し
て取り組むべき事項等を定める市地域福祉計画を策定します。

・保育料無償化に向けた方針案の作成
　財源を確保するため、事業の見直しや財政協議を行い、方針案を作成
します。

・屋内遊戯施設の整備に向けた方針案の作成
　視察による情報収集や財政協議を行い、方針案を作成します。

・妊娠を望む方への支援の事業化の検討
　不妊治療等の情報収集と検討を行い、十和田市独自の支援事業の立ち
上げに取り組みます。
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令和７年度における各部等の重点目標

部名等 健康福祉部 SDGs

№ 重点目標 概要
目標値

（いつまでに、何を、どの水準まで）
目標の達成に向けた取組項目

⑸
高齢者の生活実態
調査

　第10期高齢者福祉計画・介護保険事
業計画（令和９年度～令和11年度）の
策定に向け、高齢者を取り巻く地域の
状況や生活実態を把握するための調査
を実施し、分析します。

調査結果の集計・分析
令和８年３月末まで

⑹
働き盛り世代の健
康づくりの推進

　スマートフォンの健康アプリを用い
た健康記録や情報発信により、働き盛
り世代の健康意識の向上と生活習慣病
等の予防に努めます。

健康アプリ登録者数　1,800人
（令和６年度実績　1,576人）

・日常圏域生活実態調査　【指標】令和８年３月末まで
　65歳以上の介護認定を受けていない高齢者（総合事業・要支援者含
む）5,000名を対象に、生活状況や介護サービスに関するニーズ等を把握
するための調査を実施します。

・在宅介護実態調査　【指標】令和８年３月末まで
　在宅で生活している要介護者及び介護をしている人600名を対象に、家
族介護の実態や施設入所の検討状況等についてアンケート調査を実施し
ます。

・健康アプリ「とわ歩゜」の周知
【指標】市広報や市公式LINE等による情報発信６回以上
　　　　（令和６年度実績　３回）
        健康講座等によるチラシ配布10回以上
　　　　（令和６年度実績　７回）
　市広報や市公式LINEによる情報発信、健康講座や地域イベント時にチ
ラシ配布し、登録を促します。

・ポイント獲得機会の増加
【指標】ポイント獲得機会の増加　７回以上（令和６年度実績　17回）
　ポイントを獲得する機会を増やし、継続して健康づくりに取り組める
ようにします。
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令和７年度における各部等の重点目標

部名等 農林商工部 SDGs

№ 重点目標 概要
目標値

（いつまでに、何を、どの水準まで）

⑴ 農業の人材力強化

　農作業における省力化を進めるた
め、スマート農業を推進するととも
に、担い手を確保するため、国の補助
事業を活用し、新規青年就農者の確保
に努めます。

スマート農業機器普及率　10.0％
（令和６年度実績　7.0％）

⑵
ふるさと納税寄附
額の増加

　返礼品の拡充及び周知に努め、寄附
額の増加を図ります。

寄附額：170,000千円
（令和６年度実績　144,489千円）

⑶ 観光の振興

　十和田市観光戦略2025-29に基づ
き、高付加価値化や高収益化を図ると
ともに、国立公園先端モデル事業の着
実な推進により、持続的な観光地域づ
くりに取り組みます。

旅行消費額（１人当たり）35,000円
（令和６年度実績　31,092円）

目標の達成に向けた取組項目

・スマート農業機器導入
【指標】自動操舵システム導入支援数　15件
　　　　（令和６年度実績　９件）
【指標】農業用ドローン導入支援数　  ３件
　　　　（令和６年度実績　６件）
　農作業における省力化を進めるため、機器導入等に要する経費の一部
を補助します。

・認定新規就農者支援事業　【指標】３人（令和６年度実績　３人）
　担い手の減少に対応するため、新規青年就農者の確保を図ります。

・農福連携の推進　【指標】取組件数　10件
　農業労働力の確保及び障がい者の就労先の拡充を図ります。

・返礼品の拡充　
【指標】新規返礼品登録件数　80件（令和６年度実績　108件）
　返礼品提供の可能性がある事業者を訪問し、返礼品の発掘・拡充に努
めます。

・現地決済型返礼品提供事業者の拡充
【指標】新規登録事業者　14者（令和６年度実績　６者）
　令和６年10月から運用を開始した現地決済型ふるさと納税の返礼品提
供事業者の増加に努めます。

・サイト広告の配信　【指標】２回（９月・12月）
　10月からの制度改正により駆け込み増加が見込まれる９月及び寄附が
例年増加する12月にサイト広告を配信します。

・観光客の消費額拡大
【指標】旅行消費額（１人当たり）35,000円
（令和６年度実績　31,092円）
　十和田市観光戦略2025-29に掲げるアクションプランに沿って、十和田
奥入瀬観光機構と連携して、新商品の開発や既存商品の磨き上げ等を行
うことで、高付加価値化や高収益化を図ります。

・国立公園先端モデル事業の推進
【指標】マスタープラン策定　10月末まで
　国立公園先端モデル事業のマスタープランの策定に向けて、十和田湖
1000年会議に参画し、環境省と連携して、協議・調整を進めます。
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令和７年度における各部等の重点目標

部名等 建設部 SDGs

№ 重点目標 概要
目標値

（いつまでに、何を、どの水準まで）

⑴
道路の防災・安全
対策の推進

　効果的な道路整備を進めるととも
に、橋梁のインフラ老朽化対策のため
の点検を実施します。

・改良率　61.78％
　舗装率　78.92％
（令和６年度実績　改良率61.58％）
（令和６年度実績　舗装率78.82％）

・橋梁点検　24橋
　（令和６年度実績　59橋）

⑵ 公共交通対策
　公共交通対策に取り組み、利用者数
の増加を目指します。

総利用者数　762,000人/年

内訳
・市街地循環バス     　24,726人
・西地区シャトルバス  　3,854人
・東地区シャトルバス　　4,000人
・予約制乗合タクシー  　2,832人
・公共交通空白地有償運送　405人
・路線バス　　　　　　726,183人

目標の達成に向けた取組項目

・道路整備工事の実施
【指標】改良率　61.78％（前年度比　0.2％増）
        舗装率　78.92％（前年度比　0.1％増）
        （令和６年度実績　改良率61.58％、舗装率78.82％）

・橋梁点検の実施
【指標】市管理橋梁197橋のうち　24橋（令和６年度実績　59橋）

　工事及び点検の実施により、歩行者及び車輛の安全で円滑な交通を確
保します。

・利用者数増加に向けた各種取組
【指標】総利用者数　762,000人/年（令和６年度実績　681,624人/年）
　市街地循環バス及び西・東地区シャトルバス並びに予約制乗合タク
シーの市街地への回遊性・利便性向上及び郊外部と市街地のアクセス向
上のため、利用状況を見ながら重要な路線を見極め、運行経路などの見
直しを検討します。
　公共交通空白地有償運送を行っているNPO及び路線バスを運行している
運行事業者に対し運行に要する費用の一部を補助をします。
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令和７年度における各部等の重点目標

部名等 上下水道部 SDGs

№ 重点目標 概要
目標値

（いつまでに、何を、どの水準まで）

⑴
上下水道事業の安
定的な経営

　水道料金及び下水道使用料の公平で
効率的な収納を図ります。

３月末収納率　91.8％
(令和６年度実績　91.6％)

⑵
管路の耐震化率向
上

　水道水の安定供給のため、管路耐震
適合率の向上を図ります。

管路耐震適合率　  41.4％
（令和６年度実績　41.1％）

⑶
浸水対策事業の推
進

　市公共下水道雨水管理総合計画を策
定し、浸水被害を緊急かつ効果的に軽
減させるための施設整備方針を定める
とともに、内水ハザードマップの公表
により住民の防災意識の向上を図りま
す。

市公共下水道雨水管理総合計画の策
定、内水ハザードマップの作成及び公
表
令和８年３月末まで

目標の達成に向けた取組項目

・収納率の向上　
【指標】現年分３月末収納率　91.8％(令和６年度実績　91.6％)
　口座振替での納付を推進するとともに、スマートフォン決済アプリに
よる支払いが可能であることを市広報等に掲載し、収納率の向上を目指
します。

・配水管布設替工事の実施　
【指標】12箇所　延長3,142m（令和６年度実績　９箇所　2,502m）
　非耐震管を撤去し、耐震管に更新する工事を実施します。

・市公共下水道雨水管理総合計画の策定、内水ハザードマップの作成
　及び公表
　検討委員会を実施し、計画の策定及びハザードマップを作成します。
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令和７年度における各部等の重点目標

部名等
中央病院
事務局

SDGs

№ 重点目標 概要
目標値

（いつまでに、何を、どの水準まで）

⑴ 病院経営の改善
　入院人数の目標を達成することによ
り増収を図り、病院経営の改善に努め
ます。

入院人数（一般）240人/日
（令和６年度実績　204.1人/日）

⑵ 急性期医療の充実
  市民が安心して暮らすことができる
よう、急性期医療の充実を図ります。

・救急車受入件数　3,000件/年
（令和６年度実績　2,768件/年）
・他の医療機関からの紹介件数 8,000
　件/年
（令和６年度実績　6,974件/年）

目標の達成に向けた取組項目

・入院患者数の増加
【指標】入院人数（一般）240人/日（令和６年度実績　204.1人/日）
　各診療科の実績、医師面談等を踏まえた目標達成への取組や病床利用
率、在院日数の最適化に資する取組を実施します。
　また、仕様の見直し等による支出の縮減を図るとともに、月次ごとの
実績分析等に基づいた状況把握と院内での情報共有による目標達成にか
かる取組を実施します。

・断らない医療の実践
【指標】救急車受入件数　3,000件/年
　　　　（令和６年度実績　2,768人/日）
　　　  他の医療機関からの紹介件数 8,000件/年
        （令和６年度実績　6,974人/日）
　救急搬送等の積極的な受入による救急医療の充実を図るとともに、他
の医療機関へ訪問し、積極的な病院のＰＲ活動等を行うことにより、連
携を深め、質の高い医療を提供します。
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令和７年度における各部等の重点目標

部名等
教育委員会

事務局
SDGs

№ 重点目標 概要
目標値

（いつまでに、何を、どの水準まで）

⑴
児童の教育環境の
改善

　児童の教育環境の改善や安全、安心
な教育環境の確保を行います。

ちとせ小学校改築に向けた基本設計の
完了
令和８年３月末まで

⑵ 情報教育の推進

　教職員のＩＣＴ活用能力の向上を目
指すとともに、指導者用デジタル教科
書やＡＩドリルの導入を通して、教育
の情報化を推進します。

授業中にＩＣＴを活用して指導するこ
とが「できる、ややできる」と回答し
た教員の割合　80.0％以上　
（令和６年度実績　77.0％）

⑶
（仮称）十和田市
歴史館構想の検討

（仮称）十和田市歴史館構想について
現状を踏まえ、施設のあり方を整理し
ます。

・活用可能資料の確認調査
　令和８年３月末まで

・歴史館のあり方について庁内で検討
　実施
　令和８年３月末まで

⑷
市民の読書意欲の
向上

　読書手帳の活用や各種イベントによ
り、利用冊数増加に繋げます。

年間利用冊数　200,000冊/年
（令和６年度実績　199,798冊/年）

目標の達成に向けた取組項目

・基本設計の完了
　老朽化が著しいちとせ小学校の改築について、基本構想（計画）の資
料を基に、基本設計を策定します。

・ＩＣＴ活用に係る研修の実施　
【指標】２回（令和６年度実績　２回）
・ＩＣＴ支援員派遣の継続　
【指標】各校週１回程度、月３～４回程度の訪問
　ＩＣＴ支援員３名が計画的に各校を訪問し、授業支援、環境整備及び
校内研修を行います。

・活用可能資料の確認調査
　三本木原開拓関連資料の活用可能性にかかる調査を実施します。

・歴史館のあり方について庁内で検討実施
　現状を踏まえた市の博物館施設のあり方について、庁内関係課で検討
します。

・読書手帳の配布　
【指標】幼稚園等２園　小学校13校　中学校５校
（令和６年度実績　幼稚園等２園　小学校13校　中学校５校）
　小中学校、幼稚園等に配布することにより、利用冊数の増加や読書手
帳の活用を促します。

・イベントの開催　【指標】15回（令和６年度実績　15回）
　夏休み及び冬休み等おはなし会、３歳６か月健診時絵本読み聞かせ
（月１回）、子ども司書養成講座、本の福袋などのイベント開催を実施
します。
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令和７年度における各部等の重点目標

部名等
農業委員会

事務局
SDGs

№ 重点目標 概要
目標値

（いつまでに、何を、どの水準まで）

⑴
農地利用の最適化
の推進

　農地利用の最適化のため、農地の集
積・集約化を推進するとともに遊休農
地の発生を抑制・解消します。

農地の権利移動のあっせん成立件数　
10件
（令和６年度実績　11件）

目標の達成に向けた取組項目

・農地の権利移動のあっせん
【指標】あっせん成立件数　10件（令和６年度実績　11件）
　農業者からあっせんの申し出があった農地について、農業委員及び農
地利用最適化推進委員と連携・情報共有し、農地の受け手を探しマッチ
ングさせます。
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